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倉敷市生まれ。
大分大学大学院工学研究科（建築計画学）
修了。世界最大級の設計事務所「日建設計」
大阪本社設計部でキャリアを積み、故郷の岡
山で独立。以後、家業の小野瓦工業所と協
業しながら25年に渡り、独自の視点で古民
家再生に取り組む。現在までに100棟以上
の実績がある。
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「箱階段の家」古民家再生

建築後100年以上経過した古民家の再生

昔の古民家には箱階段といって、

二階へ上がる階段を利用した収納がありました

再生には、

「コンセプトやイメージを再生する」

という手法があります

「日建設計」在職時に、大阪の「帝塚山学院」という

学校の建て替えの設計をしました

歴史と伝統のある学校です

部分的に残す計画もありましたが、

諸事情によりすべてを新築することになりました

歴史ある学校の意匠をどう残すか？

外観にその面影を残すというのはもちろんですが、

他に何か？

階段の手すりに、「兎と亀」の置物が置かれてありました

100年に渡る歴史の中で、手に触れ擦り切れた「兎と亀」

それをそのまま新しい階段に残すことにしました

卒業生、在校生みんなの記憶に残っているもの、

学校の想い、理念が詰まっているものです

この作品「箱階段の家」も、老朽化が激しく古い階段を

残すことはできませんでしたが、その面影を残すことができました

古民家再生とは、先祖の思い出や想いを引き継ぐこと、

新しくなってもその想いを感じられること

その想いを大切にして、

時間をかけてていねいに設計をし、再生しました建築家・小野明が培ってきた設計力をベー

スに、モダンからクラシック、古民家再生ま

で幅広いニーズに対応。施主が描く理想の

イメージをカタチにしています。

新築から
古民家再生まで


